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日
本
社
会
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の

進
行
、
潜
在
成
長
力
の
鈍
化
が
続
く
一
方
、
デ

ジ
タ
ル
化
の
急
速
な
進
展
等
も
あ
り
、
人
々
の

価
値
観
も
中
長
期
的
に
変
化
が
進
ん
で
い
る
。

ま
た
自
動
車
市
場
も
、
電
動
化
を
は
じ
め
、

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
の
進
展
が
世
界
的
に
加
速
す
る
と
見

込
ま
れ
て
お
り
、
自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
経
営
も

市
場
環
境
の
構
造
変
化
の
影
響
を
大
き
く
受
け

る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

そ
こ
で
今
回
は
、
弊
社
が
実
施
し
て
い
る
全

国
自
動
車
保
有
ユ
ー
ザ
ー
調
査
（
Ｗ
ｅ
ｂ
モ
ニ

タ
ー
調
査
）
や
各
種
の
統
計
・
調
査
デ
ー
タ
を

引
用
し
な
が
ら
、
中
長
期
的
な
市
場
構
造
変
化

に
対
応
す
る
デ
ィ
ー
ラ
ー
経
営
の
方
向
性
に
つ

い
て
検
討
し
、
参
考
に
供
し
た
い
。

１
．
中
長
期
的
な
免
許
保
有
者
の
減
少
が

保
有
減
少
に
影
響
の
見
込
み

弊
社
の
自
動
車
保
有
ユ
ー
ザ
ー
調
査
で
は
、

「
自
家
用
車
が
な
い
と
か
な
り
困
る
」
人
の
比

率
は
全
国
平
均
で
も
84
％
に
上
り
、
地
方
部
ほ

ど
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

周
囲
で
高
齢
者
の
運
転
を
見
か
け
る
頻
度
も

明
ら
か
に
増
え
て
お
り
、「
高
齢
者
の
事
故
防

止
対
策
」
に
関
し
て
は
、
約
７
割
の
人
が
「
非

常
に
必
要
」
と
回
答
し
て
い
る
。

「
身
近
で
運
転
中
止
し
た
人
の
実
績
年
齢
」

の
回
答
で
は
、
60
代
か
ら
90
代
ま
で
個
人
差
が

大
き
い
特
徴
が
あ
る
が
、
平
均
は
76
才
で
、
以

前
の
調
査
時
か
ら
さ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。

60
代
以
上
の
回
答
者
が
「
自
分
が
安
全
運
転

可
能
と
思
う
上
限
年
齢
」
の
平
均
値
も
76
才
で
、

な
か
で
も
75
才
と
い
う
回
答
が
33
％
を
占
め
て

い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
75
才
以
上
の
免
許

更
新
手
続
前
に
、
認
知
機
能
検
査
と
高
齢
者
講

習
の
受
講
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
も
関

係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
る

と
、
２
０
２
５
年
ま
で
に
団
塊
世
代
が
全
て
後

期
高
齢
者
に
な
る
こ
と
に
よ
る
免
許
及
び
車
の

保
有
者
数
へ
の
影
響
が
今
後
想
定
さ
れ
る
。

そ
こ
で
各
年
代
別
の
現
状
の
免
許
保
有
率
を

据
え
置
き
と
し
て
、
人
口
母
体
が
変
化
す
る
影

響
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
、
全
国
の
免

許
保
有
者
数
は
、
30
年
に
は
４
・
７
％
減
、
35

年
に
は
７
・
６
％
減
と
な
る
（
図
１
）。

市場構造変化に対応する
ディーラー経営の方向性について

ユーザー調査や統計分析を踏まえた考察
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株式会社 現代文化研究所
取締役　白木 節生

図１. 運転免許保有者の将来シミュレーション
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２
．
経
済
的
な
余
裕
度
の
低
下
で
、
保
有
期
間

延
長
傾
向
が
持
続

全
国
家
計
構
造
調
査
の
デ
ー
タ
（
二
人
以
上

世
帯
）
で
は
、
世
帯
主
年
齢
別
の
世
帯
の
純
貯

蓄
額
は
、
２
０
１
９
年
時
点
で
10
年
前
に
比
べ
、

全
年
齢
層
で
減
少
。
特
に
20
～
40
代
は
、
長
期

的
に
減
少
が
続
き
、
い
ず
れ
も
負
債
超
過
と
な

っ
て
い
る
。
住
宅
・
土
地
の
た
め
の
負
債
額
増

加
が
主
因
で
、
持
ち
家
志
向
の
強
さ
と
価
格
の

上
昇
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
（
図
２
）。

消
費
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
質
問
の
選
択
肢
の

中
で
は
、「
節
約
へ
の
意
識
」
が
最
も
多
く
挙

げ
ら
れ
、
普
段
の
生
活
で
節
約
を
意
識
し
て
い

る
人
は
、
約
８
割
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

車
の
購
入
・
保
有
コ
ス
ト
へ
の
資
金
的
余
裕

で
は
、「
保
有
期
間
は
伸
び
る
が
、
車
へ
の
コ

ス
ト
は
止
む
を
得
な
い
」
が
32
％
と
多
く
、「
車

の
購
入
や
保
有
の
コ
ス
ト
は
か
な
り
負
担
に
感

じ
る
」
が
26
％
と
続
く
。
従
っ
て
、
自
家
用
車

は
必
要
だ
が
、
物
価
や
車
両
価
格
の
上
昇
の
影

響
も
あ
り
、
保
有
期
間
を
延
ば
す
こ
と
で
調
整

す
る
人
が
多
い
と
み
ら
れ
る
（
図
３
）。

な
お
現
保
有
車
の
予
定
保
有
期
間
の
平
均
は

８
・
４
年
で
、保
有
期
間
が
前
保
有
車
よ
り
「
長

く
な
る
」
見
込
み
の
人
は
38
％
に
対
し
、「
短

く
な
る
」は
６
％
で
、長
く
な
る
人
の
方
が
多
い
。

保
有
期
間
が
長
く
な
る
理
由
で
は
、「
車
の

品
質
向
上
」
と
「
将
来
不
安
に
よ
る
生
活
防
衛
」

が
主
因
と
な
っ
て
い
る
（
図
４
）。

３
．
若
者
の
価
値
観
で
は
、
自
動
車
の

位
置
づ
け
の
低
下
が
続
く

博
報
堂
生
活
総
合
研
究
所
の
「
生
活
定
点
」

調
査
に
よ
る
と
、
20
代
の
若
年
層
が
「
よ
く
す

る
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
」
で
は
、
30
年
前
は
「
自

動
車
・
ド
ラ
イ
ブ
」
が
１
位
（
50
・
７
％
）
だ

っ
た
が
、
22
年
の
18
位
（
13
・
２
％
）
ま
で
低

下
を
続
け
た
。
上
位
５
つ
は「
動
画
視
聴
」、「
映

画
鑑
賞
」、「
漫
画
・
ア
ニ
メ
」、「
音
楽
鑑
賞
」、「
モ

バ
イ
ル
ゲ
ー
ム
」
で
屋
内
指
向
が
主
体
。

一
方
、「
お
金
を
か
け
る
対
象
」
で
は
、
30

年
前
は
「
車
」
が
２
位
（
27
・
８
％
）
だ
っ
た

が
、
22
年
の
17
位
（
７
・
８
％
）
ま
で
低
下
し

て
い
る
。
美
容
が
３
位
に
浮
上
し
、
男
性
の
関
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図５．20代若年層の回答率推移（自動車・ドライブ）

図３．車の購入・保有コストへの資金的余裕　（%）

図４．以前の車より保有期間が長くなりそうな理由 （%）
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心
も
高
ま
っ
て
い
る
模
様
で
あ
る
（
図
５
）。

今
後
の
若
年
層
は
母
数
も
減
少
し
、
車
の
位

置
づ
け
も
低
下
が
続
け
ば
、
将
来
の
保
有
市
場

の
懸
念
要
因
と
も
な
る
。

４
．
顧
客
の
愛
着
を
獲
得
で
き
る
人
財
力
が

デ
ィ
ー
ラ
ー
の
今
後
の
生
命
線
に

こ
れ
ま
で
見
た
市
場
構
造
の
変
化
要
因
に
加

え
、
車
の
電
動
化
が
世
界
的
に
進
む
見
込
み
の

中
、
販
売
粗
利
や
サ
ー
ビ
ス
単
価
の
減
少
な
ど

の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
。
将
来
デ
ィ
ー
ラ
ー
の

経
営
は
激
変
期
を
迎
え
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ

の
前
ま
で
に
生
き
残
り
の
た
め
の
力
を
蓄
え
て

お
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

今
後
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
生
命
線
と
な
る
の
は
、

顧
客
に
最
も
近
い
立
場
の
優
位
性
を
フ
ル
に
発

揮
す
べ
く
、「
人
財
力
」
の
強
化
を
通
じ
て
「
顧

客
か
ら
の
信
頼
、
愛
着
」
を
獲
得
し
、
そ
う
し

た
顧
客
層
の
厚
み
に
よ
っ
て
経
営
の
基
盤
を
強

固
と
し
、
時
代
の
変
化
へ
の
耐
性
を
高
め
る
こ

と
と
考
え
る
。

そ
う
し
た
経
営
を
支
え
て
く
れ
る
ロ
イ
ヤ
ル

テ
ィ
（
忠
誠
度
）
の
高
い
顧
客
を
増
や
す
に
は

ど
う
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
？

そ
こ
で
、
現
保
有
車
の
購
入
先
を
積
極
的
に

利
用
す
る
理
由
（
複
数
回
答
）
か
ら
、
そ
れ
を

見
る
と
、「
担
当
者
が
丁
寧
に
対
応
し
て
く
れ
て

信
頼
で
き
る
」
が
62
％
と
最
も
重
要
な
基
盤
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
総
合
評
価
が
９
点
以
上
、

又
は
紹
介
実
績
や
意
向
が
あ
る
人
は
、「
整
備
の

技
術
力
」、「
担
当
者
に
何
で
も
相
談
で
き
親
し

み
を
感
じ
る
」、「
自
分
の
車
の
状
況
を
よ
く
把

握
し
適
切
な
提
案
」、「
店
舗
全
体
に
信
頼
感
」

な
ど
で
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
こ
と
が
特
徴

で
あ
る
。
一
方
、「
価
格
の
安
さ
」、「
引
き
取
り

納
車
対
応
」、「
営
業
時
間
の
都
合
」
な
ど
は
、

評
価
ポ
イ
ン
ト
に
は
な
っ
て
い
な
い
（
図
７
）。

こ
れ
ら
か
ら
、
プ
ロ
と
し
て
の
専
門
的
ス
キ

ル
へ
の
信
頼
が
ベ
ー
ス
と
な
り
、
人
間
的
な
親

し
み
・
愛
着
が
加
わ
っ
て
高
い
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ

が
形
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
顧
客
の
立

場
に
立
ち
親
身
に
寄
り
添
え
る
「
人
間
性
」
の

フ
ァ
ク
タ
ー
が
最
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

信
頼
が
高
ま
る
ほ
ど
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
貴
重

な
情
報
が
集
ま
り
、
そ
れ
を
的
確
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
案
力
に
活
か
す
好
循
環
も
生
ま
れ
る
。

売
り
手
・
買
い
手
の
関
係
を
超
え
た
心
の
交

流
に
ま
で
高
ま
れ
ば
、
心
強
い
応
援
者
・
フ
ァ

ン
と
し
て
、
無
料
で
信
頼
度
の
高
い
広
告
宣
伝

機
能
ま
で
担
っ
て
く
れ
る
。

総
合
満
足
度
９
点
以
上
の
人
で
は
、
整
備
や

用
品
購
入
の
年
間
総
支
払
額
の
８
割
以
上
を
獲

得
で
き
て
お
り
、
満
足
度
が
低
い
顧
客
と
の
取

引
額
の
格
差
は
顕
著
で
あ
る
。
家
族
や
知
人
へ

の
紹
介
も
含
め
、
優
良
顧
客
は
長
い
時
間
軸
で

多
く
の
恩
恵
を
与
え
て
く
れ
る
。

な
お
、
保
有
ビ
ジ
ネ
ス
の
カ
バ
ー
率
を
高
め

る
上
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
パ
ッ
ク
は
特
に
有
効

で
あ
り
、
調
査
対
象
の
車
保
有
者
の
46
％
が
加

入
し
て
お
り
、
加
入
者
の
満
足
度
も
平
均
で

#

ᅗ䠒䠊䛣の車の㉎ධඛ䜢✚ᴟⓗに⏝䛩る⌮⏤䠄」数ᅇ⟅）

(%)

ᅇ
⟅
数

ᢸ
ᙜ
⪅
が

ᑀ
に
ᑐ
ᛂ

䛧
䛶
䛟
䜜
䛶
ಙ
㢗
で
䛝

る ᩚ
ഛ
の
ᢏ
⾡
ຊ
が
ಙ
㢗

で
䛝
る

ᢸ
ᙜ
⪅
に
ఱ
で
も
┦
ㄯ

が
で
䛝
ぶ
䛧
䜏
䜢
ឤ
䛨

る 自
ศ
の
車
の
≧
ἣ
䜢
よ

䛟
ᢕ
ᥱ
䛧
㐺
ษ
な
ᥦ


䜢
䛧
䛶
䛟
䜜
る

車
の
㉎
ධ
後
に

厒
䛣
ま

䜑
に
情
報
ᥦ
供
䜔
ㄪ
Ꮚ

ఛ
い
が
䛒
る

場
所
の

౽
ᛶ
が
㧗
い

ᢸ
ᙜ
⪅
以
እ
も
ྵ
䜑

厒

ᗑ
⯒

体
に
ಙ
㢗
䜢
ᣢ

䛶
る

㢗
䜣
䛰
䛣
と
に
㎿
㏿
に

ᑐ
ᛂ
䛧
䛶
䛟
䜜
る

ᗑ
⯒
が
Ύ
₩
で
ᛌ
㐺

౯
᱁
が
Ᏻ
い

ᘬ
䛝
ྲྀ
り
䜔
⣡
車
䜢
䛧

䛶
䛟
䜜
る

Ⴀ
ᴗ

㛫
が
ዲ
㒔
ྜ

新車・中ྂ車䝕䜱䞊ラ䞊
㉎ධ⪅ 1585 62 23 22 20 19 18 17 15 12 6 5 5

䛖䛱⥲ྜ‶足ᗘ㻝㻜Ⅼ 248 83 31 34 27 26 23 27 25 23 7 12 9

䛖䛱⥲ྜ‶足ᗘ䠕Ⅼ 260 79 31 30 31 29 26 27 24 20 10 8 6

䛖䛱⥲ྜ‶足ᗘ䠔Ⅼ 495 69 26 26 21 20 18 17 15 12 6 3 4

䛖䛱⥲ྜ‶足ᗘ䠓Ⅼ 272 51 18 14 16 15 14 10 7 7 5 5 4

䛖䛱⥲ྜ‶足ᗘ㻜䡬㻢Ⅼ 310 29 10 7 8 8 10 4 6 2 4 2 2

䛖䛱⤂⤒㦂䠏人以ୖ 86 88 30 42 33 40 21 28 27 24 13 20 15

䛖䛱⤂⤒㦂㻝䡚㻞人 137 78 32 34 29 29 18 22 21 18 10 10 5

䛖䛱㠀⤂䛧たい 131 76 24 32 35 28 16 27 21 23 8 10 9

出所）⌧௦ᩥ◊✲所䛂ᅜ自動車ಖ᭷䝴䞊䝄䞊ㄪ査䠄㻞㻟年㻝㻜᭶）䛃

ਦ�

図６. この車の購入先を積極的に利用する理由（複数回答）

出所）現代文化研究所「全国自動車保有ユーザー調査（23年10月）」
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４
・
１
点
（
５
点
満
点
）
と
好
評
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
今
後
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
力
を
借

り
、
限
ら
れ
た
人
財
で
の
業
務
効
率
を
最
大
化

し
、
ま
た
顧
客
情
報
を
組
織
全
体
で
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
共
有
・
一
元
管
理
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
高

度
化
す
る
方
向
性
も
重
要
と
な
る
。

例
え
ば
、
車
購
入
後
の
購
入
先
と
の
連
絡
方

法
の
希
望
で
は
、
全
体
平
均
で
も
ｅ
メ
ー
ル

（
41
％
）、Ｄ
Ｍ・ハ
ガ
キ
（
33
％
）、電
話
（
22
％
）

の
順
と
な
っ
て
お
り
、
若
い
世
代
や
都
市
部
は
、

特
に
デ
ジ
タ
ル
媒
体
を
望
む
傾
向
が
強
い
。

ま
た
入
庫
予
約
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ア
プ

リ
上
で
完
結
で
き
る
な
ど
の
利
便
性
が
望
ま
れ

て
お
り
、
業
務
効
率
化
に
も
直
結
す
る
。

５
．
地
域
貢
献
と
そ
の
文
脈
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
強
化
で
、

自
社
の
存
在
意
義
と
働
き
甲
斐
を
向
上

今
後
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
経
営
で
は
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
対
応
も
重
要
と
な
る
。
自

社
活
動
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
把
握

と
削
減
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス

の
15
～
16
％
は
自
動
車
の
走
行
か
ら
排
出
さ
れ

る
た
め
、
顧
客
接
点
で
あ
る
デ
ィ
ー
ラ
ー
へ
の

役
割
期
待
は
、
極
め
て
大
き
い
と
い
え
る
。

そ
こ
で
、
ユ
ー
ザ
ー
側
の
意
識
の
現
状
に
関

す
る
調
査
結
果
を
紹
介
す
る
。

各
ユ
ー
ザ
ー
の
自
車
走
行
に
よ
る
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
へ
の
協
力
意
向
で
は
「
既
に
意
識
し

て
協
力
し
て
い
る
」
と
「
最
大
限
協
力
で
き
る
」

を
併
せ
て
20
％
。「
あ
る
程
度
な
ら
協
力
で
き

る
」
の
43
％
を
併
せ
る
と
63
％
。
一
方
で
、
ま

だ
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
が
25
％
存
在
し
、

今
後
の
啓
蒙
活
動
が
望
ま
れ
る
（
図
７
）。

デ
ィ
ー
ラ
ー
が
「
エ
コ
カ
ー
へ
の
買
い
替
え

や
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
奨
な
ど
積
極
的
・
丁
寧

な
説
明
を
す
る
」
こ
と
に
関
し
て
は
、「
好
感

を
持
て
る
」
と
い
う
人
が
約
２
／
３
に
の
ぼ
り
、

啓
蒙
活
動
は
望
ま
れ
て
い
る
（
図
８
）。

特
に
、
20
代
、
３
大
都
市
圏
中
心
部
、
電
動

車
保
有
者
な
ど
で
、
協
力
意
向
や
デ
ィ
ー
ラ
ー

の
説
明
へ
の
好
感
度
が
高
い
傾
向
が
あ
る
。

デ
ィ
ー
ラ
ー
が
脱
炭
素
実
現
の
た
め
に
積
極

的
努
力
を
す
る
こ
と
は
、
地
域
住
民
の
好
感
度

を
高
め
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
に
な
る
と
共
に
、
最

新
の
エ
コ
カ
ー
へ
の
代
替
促
進
を
通
じ
、
自
社

の
ビ
ジ
ネ
ス
に
直
結
し
た
成
果
が
得
ら
れ
る
。

ま
た
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
奨
も
、
保
有
市
場

全
体
の
視
点
か
ら
実
効
性
の
高
い
重
要
な
対
策

に
な
る
と
共
に
、
顧
客
の
信
頼
感
を
高
め
る
有

効
な
交
流
手
段
に
も
な
る
。

そ
う
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
活
動
強
化
は
、
企
業

イ
メ
ー
ジ
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
優
秀
な
若
年
人

財
の
吸
引
定
着
に
も
有
効
に
な
る
だ
ろ
う
。

目
先
の
利
益
追
求
に
終
始
せ
ず
、
顧
客
の
幸

福
度
増
進
に
働
き
甲
斐
を
見
出
せ
る
人
財
の
確

保
と
育
成
が
可
能
に
な
れ
ば
、
将
来
の
地
域
課

題
解
決
に
必
要
と
な
る
新
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
の
上

で
も
大
き
な
力
を
発
揮
し
、
自
社
の
存
在
意
義

と
永
続
性
を
高
め
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
人
財
の
活
躍
は
、
魅
力
を
感
じ
ら

れ
る
職
場
環
境
や
成
果
を
挙
げ
や
す
い
仕
組
み

を
会
社
が
整
備
す
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
る
が
、

そ
れ
に
応
え
て
生
活
者
の
思
い
を
深
く
洞
察
し

た
高
度
な
提
案
力
で
、
収
益
力
も
高
め
て
く
れ

る
だ
ろ
う
。
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
時
代

に
な
る
ほ
ど
、
人
財
の
質
が
企
業
の
浮
沈
の
鍵

を
握
る
こ
と
に
な
る
と
予
測
す
る
。

#

ᅗ䠔䠊自車の㉮⾜による ᐊຠᯝ䜺䝇๐減䜈の協ຊព向

ᅇ
⟅
数

᪤
に
ព
㆑
䛧

䛶
協
ຊ
䛧
䛶

い
る

᭱
大
㝈
協
ຊ

で
䛝
る

䛒
る
⛬
ᗘ
な

ら
協
ຊ
で
䛝

る

協
ຊ
䛩
る
の

は
䜔
䜔
㞴
䛧

い

協
ຊ
䛩
る
の

は
㠀
ᖖ
に
㞴

䛧
い

ま
䛰
よ
䛟
䜟

か
ら
な
い

㻞㻤㻣㻥 9 11 㻠㻟 㻣 㻡 㻞㻡

ᅗ䠕䠊䝕䜱䞊ラ䞊からの䜶䝁䜹䞊䜈の㈙い᭰䛘、

䚷䚷䚷䜶䝁䝗ラ䜲䝤推ዡなど✚ᴟⓗ・ᑀなㄝ᫂䜈のዲឤᗘ

ᅇ
⟅
数

㠀
ᖖ
に
ዲ
ឤ
䜢
ᣢ

䛶
る

䜔
䜔
ዲ
ឤ
䜢
も
䛶

る

ఱ
も
ឤ
䛨
な
い

か
䛘

っ
䛶
䝬
䜲
䝘

䝇
の
༳
㇟
䜢
ᣢ
䛴

㻞㻤㻣㻥 㻞㻜 46 㻞㻣 㻣

出所）⌧௦ᩥ◊✲所䛂ᅜ自動車ಖ᭷䝴䞊䝄䞊ㄪ査䠄㻞㻟年㻝㻜᭶）䛃
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図７．自車の走行による温室効果ガス削減への協力意向

図８．ディーラーからのエコカーへの買い替え、
　　 エコドライブ推奨など積極的・丁寧な説明への好感度
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